
建設部会 活動報告

2024年12月11日

公益社団法人 日本技術士会
建設部会 部会長 松岡 利一
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① (公社）日本技術士会の活動に協力し、本会活
動の活性化を図る

② 新たなCPD制度の構築に協力し、システムの
合理的な運用に寄与する

③ CPDプログラムの充実を図り、技術者の資質向
上に寄与する

④ 全国の地域本部・県支部と連携し、上記の施策
を推進する
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建設部会の運営方針



部会長
副部会長（1名）

幹事会
幹事長
副幹事長（4名）
幹事（33名）
参与（10名）

企画委員会
（9名）

広報委員会
（2名）

研修委員会
（25名）

地域本部、関東甲信地域県支部
（建設部会会員）

全国大会交流

情報交換

（注）建設部会運営規則（2021年5月改正）
建設部会運営要領（2021年6月改正）
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建設部会の組織構成



■企画委員会（構成︓四役と部会委員会の委員長）

• 理事会、部会長会議等における審議事項並びに建設
部会の企画に関する事項

■広報委員会

• 建設部会ＨＰへの掲載・管理、月刊技術士、同報
メール等広報に係る事項

■研修委員会（25名）

• 技術士ＣＰＤとして、1回/月程度の講演会または現
場研修会を開催
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幹事会における委員会



日本技術士会
• CPD実施計画の検索・申込からCPD登録の管理を
• 一貫してHPを通じて行える。
• 会員は各種講演内容をWEB視聴できる。

■建設部会研修委員会

・建設部会の中に研修委員会を設置

・３月を除く月１回のペースで講演会、現場研修会を実施

・地域本部、関東甲信県支部へは独自の講演会を企画できるよう

ＷＥＢ配信用招待メールを配布

・参加費は会員1,000円、一般2,000円
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建設部会のCPD活動
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建設部会の研修実績（2024年1月以降）(1)

1月 （現場研修会） 南摩ダム本体建設工事現場
独立行政法人 水資源機構 思川開発建設所

4月 座標で読み解く今どきの測量
（一財）測量専門教育センター 専務理事 海津 優 氏

５月 技術者倫理をポジティブに取り組む
（株）ジェイアール総研エンジニアリング 営業部 木村 礼夫 氏

６月 建設発生土に関する法的規制と実務的課題
One Asia 法律事務所 大阪オフィス代表 パートナー弁護士 江副 哲 氏

7月 越水に対して粘り強い河川堤防の構造検討
東京工業大学 環境・社会理工学院 土木・環境工学系 教授 髙橋 章浩 氏



【現場研修会状況】
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２０２４年１月



２０２４年４月
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【講演会風景】



８月 群馬県県土整備部の取り組みについて
群馬県 県土整備部 技監 後藤 剛 氏
流域治水及び特定都市河川について
群馬県 県土整備部 河川課 流域治水推進主監 築井 久也 氏

９月 カーボンニュートラルに向けたチャレンジ
（一財） クリーン燃料アンモニア協会 会長 村木 茂 氏

10月 未来を拓くインフラ・プロジェクト〜JAPICからの提言とその背景〜
（一社） 日本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ産業協会 国土・未来ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究会
委員長 藤本 貴也 氏

１2月 地球温暖化に伴う気候変動により異常な状態が常態化しつつある中、
我々はどう対応すればよいのか︖
土木学会次期会長（一財）河川情報センター 理事長
東京大学 名誉教授 池内 幸司 氏
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建設部会の研修実績（2024年1月以降）(2)
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1月 建設産業の働き方を経営工学の視点で改善
改善コンサルタント 小松 加奈 氏

２月 （仮）橋りょうについて
東京都道路整備保全公社道路部橋梁担当課長 紅林 章央 氏

４月 （仮）技術者倫理について
One Asia 法律事務所 大阪オフィス代表 パートナー弁護士 江副 哲 氏

５月 地震により被害を受けた鉄道構造物の復旧とその後の設計に関する変遷
JR東日本コンサルタンツ㈱ 技術本部長 中澤 伸一郎 氏

７月 （仮）河川について
東京理科大学 柏田 氏

８月 建設部会・栃木県支部合同企画
宇都宮市LRT見学会
宇都宮市建設部長 矢野 公久 氏（講演）

建設部会の研修予定（2025年1月以降）



ご清聴ありがとうございました。
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日本技術士会の概要（その１） 技術部門と勤務先
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日本技術士会の概要（その２） 登録者数と正会員数
登録数 99,204名
正会員数 16,081名 登録数の16.2％
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(43%) 



北海道本部

東北本部

北陸本部

近畿本部

中部本部

四国本部

中国本部

九州本部

宮城、青森、秋田、福島、山形、岩手

富山、石川

愛知、岐阜、三重、静岡

兵庫

岡山、鳥取、山口

大分、鹿児島、宮崎、佐賀、長崎、熊本

1,082名 【県支部：３０県】

1,184名

684名

1,339名

2,001名

815名

424名

1,355名

東京都 及び 関東甲信地域県支部
神奈川、埼玉、長野、山梨、千葉、茨城、栃木、群馬

7,197名

統括本部（東京）

【地域本部：８本部】

高知
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（2023.3.31)

日本技術士会概要（その３） 地域本部、県支部



備 考（本部委員会等）氏 名

日本技術士会 会長黒崎 靖介理事
研修委員会前田 信幸理事
広報委員会藤原 憲男理事

本多 伸弘監事

技術士制度検討委員会松岡 利一部会長
技術士資格活用委員会増野 正男副部会長

平川 倫明幹事長
企画委員会樋口 義弘副幹事長
総務委員会森田 健一副幹事長
倫理委員会石川 紳二副幹事長
社会委員会立山 晃副幹事長
海外活動支援、企画、広報、研修、男女共同参画推進33名幹 事

技術士制度検討委員会、技術士資格活用委員会10名参 与
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建設部会の幹部



■全国関係者意見交換会

 関東甲信地域県支部代表者との意見交換会を開催（2024.９.19）
長野県支部、群馬県支部、栃木県支部、埼玉県支部、
茨城県支部、千葉県支部、神奈川県支部、山梨県支部

 地域８建設部会と意見交換会を開催
（2024.10.４ 全国大会（札幌））

■WEB会議システムを活用した「講演会」開催
 地域本部、県支部にも配信

■その他
 建設部会幹事会に関東甲信地域県支部がオブザーバーとしてWEB参加
（2021年10月より）
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建設部会の全国連携活動



■技術士二次試験合格者祝賀会の実施

 2024年6月22日（土）開催

2023年度合格者を対象に実施
参加者︓合格者11名、会長・理事、建設部会幹事12人

■部会長会議などで本部への支援を実施

• 文科省における技術士制度改革等の動向を踏まえ、技術士資格
の活用、資格更新制度、CPD活動の管理・活用などについて本部
を支援

• 2024.5.22︓国交省技術調査課との意見交換会
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建設部会の技術士会活性化活動


